
—第１４号—

研 究 紀 要

花 巻 市 博 物 館

目　次

花巻城の研究　― 三之丸における遺構・遺物の検討 ―
　　　　　　　　　　　　　　………村田　　淳・中村　隼人・高橋　静歩（３）

ある花巻出身者たちの渡米記録について　…………………………布臺　一郎（27）

平成３１（２０１９）年３月



序

　花巻市博物館は、平成16年の開館以来、地域における社会教育機

関として、資料収集及び保管、調査研究、展示、教育普及の活動を

行ってまいりました。これらの活動は、ひろく教育・学術および文

化の発展に貢献するものでありますが、とりわけ調査研究活動は、

他の活動の基盤となるものであります。

　本研究紀要には、考古分野１編、歴史分野１編の論考を収録いた

しました。いずれも、他の活動に従事している中でまとめたもので

あり、必ずしも十分とはいえませんが、今後とも調査研究活動の一

層の充実を図り、地域文化の向上と発展に役立つよう努力してまい

りたいと考えております。

　最後に、ご協力をいただきました皆様に対し厚く御礼申し上げま

すとともに、真摯なご批判と一層のご指導・ご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

　平成31年３月

花巻市博物館　　　　　　　　

館　長　高　橋　信　雄
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はじめに
　岩手県花巻市城内・花城町・仲町に所在す
る花巻城は、本丸・二之丸・三之丸の三重構
造をとる平山城である。眺望の良い北上川右
岸の河岸段丘東端に立地し、城からは北に岩
手山、東に早池峰山、周囲に北上盆地の平野
部を見渡すことができる。奥羽仕置に際し東
北に参陣していた浅野長政が盛岡藩主南部利
直にその重要性を説いたように、仙台藩との
藩境に位置する花巻城は中～近世を通じて稗
貫・和賀地方を統治するうえで重要な拠点施
設であったと考えられる。
　花巻城に関する考古学的資料は、花巻市教
育委員会が平成元年から実施してきた発掘調
査によって蓄積されている。例えば、本丸で
は近世初頭の土橋と野面積みの石垣（平成４
～６年度）、御殿の礎石を支えた集石遺構（平
成30年度）、二之丸では東門付近に位置する
土塁の拡張痕跡（平成23年度）、南御蔵跡の
礎石を支えた集石遺構（平成28・29年度）等
が検出されている。また、三之丸では近世の
武家屋敷に伴う遺構・遺物をはじめ、14 ～
16世紀代（鳥谷崎城期）の遺物が多数出土し
ている（平成６・21年度等）。各調査の内容
については次章で述べるが、このような継続
的な発掘調査によって構造や年代を知る上で
重要な知見が数多く得られている。特に調査
件数が最も多い三之丸では花巻城の前身とな
る鳥谷崎城の時代から廃城までの遺構・遺物
が検出されており、本稿では花巻城の変遷を
解明するためにこの三之丸を中心に遺構・遺
物の検討を行っていくこととする。
　なお、執筆は第１章を高橋、第２章を中村、
その他を村田が分担して行った。

１．花巻城の概要
　本章では花巻城の概略、構造、発掘調査歴
について紹介する。
⑴花巻城の概略―築城から廃城までの経過
　花巻城の前身は、稗貫郡の中世領主・稗貫

氏が戦国時代に居城とした鳥谷崎城であった。
城名の由来は、花巻城三之丸南東にある丘陵
突出部の名称とされる。鳥谷崎城期には花巻
城本丸の位置に瑞興寺があり、三之丸円城寺
門付近に延寿（円城）寺があったと伝わる（『和
賀稗貫郷村志』、『邦内郷村志』など）。発掘
調査では、花巻城三之丸において14世紀後半
～ 16世紀段階の陶磁器が一定量出土してい
る。このような遺物の出土状況もあり、鳥谷
崎城の中心は城名の由来でもある特徴的な地
形をもつ花巻城三之丸にあったと考えられて
いる。また異説として、鳥谷崎城の構造につ
いて地形や稗貫氏の城館構造の特徴から、本
丸は当初花巻城三之丸の位置にあったが、規
模の拡大に伴い花巻城二之丸東半部（現在の
武徳殿付近）にあったとする説もあるが、そ
の実態は未詳である（室野2017）。
　天正18年（1590）、豊臣秀吉の小田原攻め
に参陣しなかった稗貫氏や和賀氏らは領地を
没収された（奥羽仕置）。これによって稗貫
氏らは領地を追われると、稗貫郡・和賀郡は
豊臣秀吉の直轄地を経て、天正19年（1591）
に南部氏の支配地域となった。南部領でも南
端に位置し、伊達領と境を接する地域となっ
た稗貫・和賀地方は、政治的のみならず軍事
的にも重要な拠点として認識されていた。こ
れに伴い鳥谷崎城は改修され、新たに花巻城
が築かれることとなった。このとき、南部氏
重臣一族の北秀愛が８千石の城代として入城
し、城の改修と城下町の整備に着手してお
り、鳥谷崎城から花巻城への改称もこの頃と
伝えられている。しかし、慶長３年（1598）
に秀愛が急死したため、その父・北信愛（の
ちの松斎）が城代に着任し、城内外の整備が
引き続き進められた。信愛が城代在任中の慶
長５年（1600）、盛岡藩主・南部利直が出羽
国最上に出陣中の隙をついて、稗貫・和賀氏
の旧臣らによる岩崎一揆が起こり、改修中で
あったと考えられる花巻城も攻撃にさらされ
た。一揆軍に二之丸まで侵入されたが、信愛
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岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター　村　田　　　淳　　　
八戸市博物館　中　村　隼　人　　　
花巻市博物館　高　橋　静　歩　　　
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は本丸台所門で食い止め、これを退けている。
このような旧領主らによる一揆の背後には伊
達氏がいたともいわれ（『奥南旧指録』）、こ
のとき花巻城は伊達氏の脅威を思い知ること
になった。花巻城は信愛によって積極的に整
備が進められたことが『内史略』などの史料
によって伝えられており、この時期の花巻城
における構造的改革＝改築の契機は、織豊期
から徳川政権へと至る全国動乱の影響を強く

受けた領主同士の攻防にあったと考えられる
（菊池2016）。慶長18年（1613）に信愛が没す
ると、盛岡藩主・南部利直の第二子である南
部政直がその後を引き継いだ。政直は２万石
を与えられ、花巻城主となった。政直は藩主
の命を受けて和賀郡の中世領主・和賀氏の居
城であった二子城の大手門を円城寺坂に移築
するなど城内普請を進めた。なお、円城寺門
は現存し、花巻市有形文化財となっている。

第１図　花巻城図
（もりおか歴史文化館所蔵）
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第２図　花巻城の構造
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　このように花巻城の改修整備は、16世紀末
～ 17世紀前半頃にかけて大規模に実施され
ており、花巻城はこの頃に概ね完成したと考

えられている（小原2012、菊池2016）。これ
以降は、17世紀中葉頃に本丸北側を流れる北
上川の流路変更工事のほか、小規模な改修を

花巻城の研究　― 三之丸における遺構・遺物の検討 ―

第１表　花巻城跡発掘調査の経過
次数 年度 場所 面積 主な遺構 主な遺物 備考 報告書
1 H１ 本丸（鐘撞堂前堀） 200㎡ 野面積み石垣 瓦、銭貨

2 H２ 本丸（御殿跡） 115㎡ 溝跡1条、土坑2基 陶磁器、瓦、和釘 『花巻城跡　平成2年度発
掘調査概報』

3 H３ 三之丸（乳井藤間屋敷跡） 235㎡ 溝跡、土坑、柱穴状土坑 瓦、石製品

4 H４ 本丸（桝形）
馬出（長屋跡） 331㎡ 溝跡2条、柱穴27基、焼土2基 陶磁器、瓦、和釘 『花巻城跡　平成4・5・6

年度発掘調査概報』1997

5 H５ 本丸（鐘撞堂前堀、土橋、土
塁、西御門跡） 300㎡ 野面積み石垣、玉石積み、礎石

建物跡、排水溝跡
磁器、須恵器、土師器、瓦、砥石、
和釘、銭貨

『花巻城跡　平成4・5・6
年度発掘調査概報』1997

6 H５ 三之丸（土塁） 156㎡ 土塁、溝跡 瓦

7 H６ 三之丸（長坂・伊藤屋敷跡） 1,425㎡
竪穴建物跡1棟、礎石建物跡1
棟、掘立柱建物跡3棟、溝跡3
条、土坑14基、方形周溝１基、
園池跡2基

陶磁器（青磁・白磁・青花・瀬戸・
肥前等）、石臼、漆器、下駄、柱
材、和釘、銭貨

『花巻城跡　平成6年度三
之丸発掘調査報告書』
1998

8 H６ 本丸（土橋−北側法面） 200㎡ 野面積み石垣 瓦、砥石 『花巻城跡　平成4・5・6
年度発掘調査概報』1997

9 H６ 三之丸（四戸泰次郎屋敷跡） 190㎡ 溝跡 磁器

10 H８ 三之丸（門屋屋敷跡） 97㎡ 溝跡、土坑、柱穴 陶磁器、金属製品 『平成8年度花巻市内遺跡
発掘調査報告書』1997

11 H９ 上堀 60㎡ 上堀（箱薬研堀、埋土断面確
認）

12 H11 三之丸（戸田本蔵屋敷跡） 26㎡ 溝跡、柱穴 銭貨、柱材 『平成11年度花巻市内遺跡
発掘調査報告書』2000

13 H11 二之丸 30㎡ 竪穴状遺構、溝跡、土坑、柱穴

14
H12 三之丸（戸田本蔵屋敷跡） 11㎡ 土塁状遺構、柱穴 陶磁器、銭貨 『平成12年度花巻市内遺跡

発掘調査報告書』2001

H12 二之丸（中堀） 2,304㎡ 堀跡 レーダー探査に
よる遺構確認

『平成12年度花巻市内遺跡
発掘調査報告書』2001

15 H13 三之丸（観音寺境内） 720㎡ レーダー探査に
よる遺構確認

『平成13年度花巻市内遺跡
発掘調査報告書』2002

16
H14 三之丸（観音寺境内） 1,200㎡ レーダー探査に

よる遺構確認
『平成14年度花巻市内遺跡
発掘調査報告書』2003

H14 三之丸（観音寺境内） 1,920㎡ レーダー探査に
よる遺構確認

『平成14年度花巻市内遺跡
発掘調査報告書』2003

17 H15 三之丸（観音寺境内、門屋彦
八・田中直之助屋敷跡） 2,270㎡ 柱穴3基、土坑3基、室状遺構 磁器（肥前）、瓦器、柱材 『平成15年度花巻市内遺跡

発掘調査報告書』2004

18 H16 本丸（台所門跡） 100㎡ 土塁
(版築·掘り込み地業·裏込め石) 陶磁器、金属製品、銭貨 『平成16年度花巻市内遺跡

発掘調査報告書』2005

19 H17 二之丸（中堀） 堀跡 電気探査による
遺構確認

『平成17年度花巻市内遺跡
発掘調査報告書』2006

20 H17 上堀 533㎡ 堀跡 磁器（肥前）、かわらけ 『平成17年度花巻市内遺跡
発掘調査報告書』2006

21 H20 三之丸（戸田本蔵屋敷跡） 104㎡ 溝跡、園池跡、柱穴 陶磁器、漆器、瓦、銭貨、柱材
『花巻城跡—城内地区宅地
造成に係る　緊急発掘調
査報告書』2009

22 H21 三之丸（戸田本蔵屋敷跡） 406.6㎡ 竪穴状遺構2棟、井戸跡2基、溝
跡3条、土坑3基、柱穴

陶磁器（青磁・青花・瀬戸・志野・
信楽・唐津・肥前等）、瓦（向鶴文
軒丸瓦）、石製品（石鉢・砥石）、
金属製品、銭貨、漆器、柱材

『平成21年度花巻市内遺跡
発掘調査報告書』2011

23 H22 三之丸（戸田本蔵屋敷跡） 48㎡ 竪穴状遺構1棟、溝跡2条、柱穴
46基

陶磁器（青磁・青花・肥前・美濃・
大堀相馬等）、坩堝、硯、石臼、砥
石、和釘、銭貨

『平成22～23年度花巻市内
遺跡発掘調査報告書』
2012

24 H22 三之丸（四戸進屋敷跡） 55㎡ 竪穴状遺構3基、焼土遺構1基、
溝跡2条、土坑6基、柱穴84基

陶器（美濃）、銅器、石臼、砥石、
銭貨

『平成22～23年度花巻市内
遺跡発掘調査報告書』　
2012

25 H23 二之丸（東門跡） 66㎡ 土塁、溝跡1条、柱穴状土坑1基 灰釉陶器
『平成22～23年度花巻市内
遺跡発掘調査報告書』　
2012

26 H23 二之丸 堀跡、柱穴

27 H24 三之丸（戸田本蔵屋敷跡） 59.76㎡ 礎石建物跡、土坑6基、柱穴6基 陶磁器（肥前・大堀相馬）、瓦、硯 『平成24年度花巻市内遺跡
発掘調査報告書』2015

28 H25 三之丸 154.4㎡ 竪穴状遺構9棟、溝跡2条、土坑
10基

陶磁器（青磁・青花・美濃・肥前・
大堀相馬等）、須恵器、かわらけ、
茶臼、砥石、銭貨、柱材

『平成25年度花巻市内遺跡
発掘調査報告書』2016

29 H27 三之丸（煤孫重右衛門屋敷
跡） 94.4㎡ 竪穴状遺構2棟、溝跡1条、土

塁、柱穴状土坑、園池状遺構
陶磁器（肥前・大堀相馬等）、漆
器、瓦、銭貨、煙管、砥石

『平成26・27年度花巻市内
遺跡発掘調査報告書』
2017

30 H28 三之丸（戸田本蔵屋敷跡） 8㎡ 柱穴状土坑7基、溝跡1条 陶磁器（肥前・大堀相馬） 『平成28年度花巻市内遺跡
発掘調査報告書』2018

31 H28 下堀 30㎡ 堀跡 磁器 『平成28年度花巻市内遺跡
発掘調査報告書』2018

32 H28 三之丸 330㎡
竪穴状遺構1棟、柱穴状土坑66
基、土坑6基、溝跡3条、堀跡1
条

磁器、須恵器 『平成28年度花巻市内遺跡
発掘調査報告書』2018

33 H28 二之丸（南御蔵跡） 650㎡ 集石遺構、土坑 陶磁器、かわらけ、瓦、炭化米 今年度報告書刊行予定
34 H29 二之丸（南御蔵跡） 665㎡ 集石遺構、整地跡 陶磁器、瓦、土壁 今年度報告書刊行予定
35 H30 本丸（御殿跡） 200㎡ 集石遺構、整地跡 陶磁器、和釘、銭貨 未報告
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繰り返しながら幕末まで存続してきた。しか
し、文化・文政年間における花巻城の支配縮
小を主とした官制改革、そして幕末期の動乱
に伴って奥羽越列藩同盟へ参加した盛岡藩降
伏後、花巻城を含む稗貫地方が朝廷直轄とな
る等、江戸時代末期は花巻城にとって混乱の
時期であった。その後、城内に行政拠点が置
かれることもあったが、明治６（1873）年の
廃城令を受け、花巻城は廃城となった。
　
⑵花巻城の構造
　花巻城は、北上川右岸の低位河岸段丘の東
端に立地する平山城で、その規模は南北約
500ｍ×東西約700ｍ、面積は約236,700㎡であ
る。郭は北から本丸・二之丸・三之丸が配置
される三重の構造で、本丸西側には土橋で連
結された馬出が付属し、各郭は水堀と土塁に
よって区画される。また、随所に門が設置さ
れ、門への道筋は直進できぬよう桝形の構造
をもつ。さらに、本丸西門周辺と台所門周辺
には、野面積みの石垣が構築されていた。室
野秀文によると、南部領内における南部氏の
本城や旧本城以外で石垣が構築された城館は、
志和郡以南の南部氏一族のほか、重臣や家臣

の居城に散見されるという。志和郡以南の地
域は、天正末期以降に南部領に属した地域で
あり、文禄・慶長期はまだ旧勢力の影響力が
完全に払拭されていなかった。南部領内に奥
羽仕置以前は見られなかった石垣の城郭が、
奥羽仕置以降、南部氏の縄張り改変に伴い城
郭主要部に石垣が構築された。さらに、南へ
の領域拡大によって支城や家臣の居城、藩境
警備の山城などにも部分的に石垣が構築され
ていった。近世盛岡藩の確立期において城郭
石垣の構築は領内統治の上でも極めて重要な
意味を持っていた（室野1998）。現在、花巻
城本丸の石垣は西門周辺の堀や土橋に一部残
存するのみとなっている。
　城の北・東・南側は北上川の浸食によって
天然の要害となっている。三之丸南側の崖下
には上堀と下堀が巡る。地続きとなる西側部
分は、南北約350ｍ×幅約30ｍにおよぶ濁堀
によって段丘を断ち切り、堅固な守りを形成
している。なお、築城当初は本丸北側の直下
を北上川が流れ、天然堀の役割を果たしてい
たが、氾濫により本丸北側が崩落する恐れが
あったため、前述のとおり、17世紀中葉頃に
北上川の流路変更工事が３期にわたって実施

第４図　グリッド配置図
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された。このときの工事により、北上川は現
在の流路となっている。
　最北に配置された本丸には、御殿が建てら
れていた。城代の北秀愛・信愛および城主の
南部政直がそこに居住していたが、再び城代
制になってからは参勤交代における藩主の宿
泊所（御仮屋）や休憩所として使用されるよ
うになった。また、御殿の東側には稗貫・和
賀二郡の行政を執務する役所の機能があった。
鳥谷崎城期には本丸内にあった瑞興寺は、天
正19年（1591）に北秀愛が鳥谷崎城に居住す
ることになった際、現在地に移築したと伝え
られている（『和賀稗貫郷村志』、『邦内郷村
志』など）。
　二之丸には南北二つの御役屋（城代屋敷）
のほか、稗貫・和賀二郡から集められた年貢
米を保管する御蔵、武芸の稽古場、厩や馬場、
鐘楼、作事所など様々な役割をもった施設が
配置されていた。
　三之丸には「館小路」と呼ばれる東西道路
に面して、花巻城の御蔵から直接禄を与えら
れた花巻御給人のうち、高禄の武士の屋敷が
建ち並んでいた。また、三之丸下の「中小路」
「御田屋小路」にも武士の屋敷が配置されて
いた。このように、花巻城は南に向かって手
厚く守る構造となっており、その構造から南
に藩境を接する仙台藩を強く意識しているこ
とが窺える。
　城下には奥州街道に沿って、城の北西に四
日町・一日市・鍵町を配し、城の南には川口
町・豊沢町等が配され、町人や職人の住む町
が形成されていた。城下の道もまた、防御性
を備えた桝形につくられていた。

⑶発掘調査の成果
　花巻城跡では、平成元～ 30年度までに花
巻市教育委員会によって、35次の発掘調査が
実施されている（第１表）。以下では主な調
査の詳細について紹介する。
　平成２年、花巻城本丸跡において実施され
た内容確認調査では、瓦や和釘などの遺物が
出土し、遺構は溝跡や小さな土坑が発見され
ている（花巻市教育委員会1991）。
　平成４～６年に実施された本丸西門跡復元
に伴う調査では、本丸につながる土橋やその
周囲に築かれた野面積みの石垣、西門の礎石
が検出された。石垣の上部は破壊されており、
下方の４段程度しか残っていなかったが、そ
の構造から近世初頭頃の構築であることが分

かった。また、土橋南側の石垣の最下段から、
玉石を積み上げた遺構も検出されている。し
かし、その性格は不明であり、検討課題の一
つである。遺物は、瓦、和釘、銭貨などが出
土している（花巻市教育委員会1997）。
　平成６年の花巻市役所第２庁舎建設に伴う
緊急調査では、三之丸武家屋敷跡に伴う遺
構・遺物とともに鳥谷崎城期のものと考えら
れる14世紀後半～ 16世紀段階の陶磁器片が
多数出土した（花巻市教育委員会1998）。こ
れ以降、花巻城跡の発掘調査は三之丸跡にお
いて、宅地開発に伴う緊急調査や内容確認
調査が中心に実施されてきた。中でも平成20
～ 28年は、三之丸跡の調査が継続して実施
され、建物跡の柱穴や礎石をはじめ、陶磁器・
瓦・木製品など武家屋敷に関連した生活の
痕跡が発見された（花巻市教育委員会2009・
2011・2012・2015・2016・2017・2018）。
　平成23年には二之丸東門付近にある土塁の
発掘調査が実施され、その断面から土塁の構
築に３時期の変遷があることが明らかとなっ
た。土塁の改築を伝える史料はないが、小規
模な土塁から最終的に高さを倍増させた土塁
へと拡張されたことが分かった。幕末段階の
成立が予想される花巻城絵図（第１図）では、
土塁頂部に柵が描かれている。花巻城では堀
の周囲に土塁が構築されているが、その構築
は堀の掘削と一連の工事であったと考えられ
ている（花巻市教育委員会2012、菊池2016）。
　近年では、平成28 ～ 29年に二之丸南御蔵
跡の内容確認調査が実施され、蔵の土台と考
えられる集石遺構（栗石）と蔵の付属施設と
考えられるピット列が検出された。また、調
査区内で整地層が確認されており、南御蔵一
帯は大掛かりな盛土によって整地造成が行わ
れていたことが判明した。造成時期は、近世
初頭頃の可能性が考えられている。そのほ
か、炭化物や焼土の広がりも検出され、かつ
て南御蔵が火災に遭っていたことも確認され
た。二之丸が延焼した火災としては、享保
６年（1721）の花巻大火が知られる。遺物は、
炭化米や被熱した土壁片が出土しており、南
御蔵が土壁造りの建物であったことも判明し
ている（花巻市教育委員会2016・2017）。
　今年度は、本丸の内容確認調査が実施さ
れ、御殿の礎石を支えた根固めの集石遺構
（栗石）が複数検出された。これらの集石遺
構には形態の違いが見られるため、複数時期
の遺構が含まれる可能性がある。また、厚さ

花巻城の研究　― 三之丸における遺構・遺物の検討 ―
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20㎝以上の整地層を掘り込んで構築されてお
り、二之丸南御蔵跡周辺と同様、本丸におい
ても大規模な盛土造成が行われていたことが
分かった。なお、遺物は陶磁器破片、寛永通
宝、和釘がわずかに出土している（花巻市教
育委員会2018）。本丸の調査は来年度も継続
される予定であり、今後さらに資料の蓄積が
進むものと期待される。

２．第７次調査区及び第22次調査区の景観
　本章では花巻城三之丸内の調査区の中でも
比較的まとまった面積の発掘調査を行った第
７次調査（平成６年度調査）と第22次調査（平
成21年度調査）の調査区を対象とし、その空
間構成と変遷について分析を行う。
　なお本章中で触れる第７次調査の成果につ
いては、全て花巻市教育委員会1998『花巻城
跡　平成６年度三之丸発掘調査報告書』花
巻市埋蔵文化財調査報告書第18集（以下第７
次調査報告書）に拠る。同様に第22次調査の
成果については花巻市教育委員会2011『平成
21年度調査　花巻市内遺跡発掘調査報告書　

（堰袋Ⅱ遺跡・我生遺跡・大償Ⅰ遺跡・花巻
城跡）』花巻市埋蔵文化財発掘調査報告書第
13集（以下第22次調査報告書）に拠る。

⑴第７次調査区の様相
・概要
　花巻城三之丸南西端部に位置する第７次調
査（平成６年度調査）は花巻市役所第２庁
舎建設に伴い実施された。調査面積は1,425
㎡、調査区の掘削深度は500から1,000mmで、
竪穴建物１棟、土坑14基、カマド状遺構１基、
大溝３条、方形周溝１基、園池跡２基、約
600基の柱穴などの遺構が検出された。調査
区中央北側の部分は後年の公共建築建設に伴
い削平されており、遺構は検出されていな
い。調査区全体から縄文時代及び古代の遺物
も出土しているが、その量はごくわずかであ
る。基本的に出土遺物の年代は13世紀末から
19世紀代までの幅に限定される。
　近世後期段階の絵図との比較から考えると、
調査区内は御給人長坂及び伊藤の屋敷地内で
あったと比定することができる（第２・３図）。

第５図　本稿における掘立柱建物・礎石建物の分類基準
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・基本層序
　第７次調査報告書では、表土直下の舗装・
砕石層をⅠ層とし、この下層にある2.5YR3/3
の砂利層を近世から現代までの盛土層Ⅱａ層
としてとらえている。Ⅱａ層の下に拡がる
10YR5/6黄色粘土の地業層をⅡｂ層とし、同
層上面を近世花巻城段階の生活面としてとら
えている。Ⅱｂ層の下に拡がる炭化物粒を含
む10YR2/3黒褐色土の地業層ないしは自然堆
積層をⅢ層とし、同層上面を中世面としてと
らえている。なお、Ⅲ層以下の生活面の存在
は指摘していないことから、遺構の帰属年代
は基本的に中世以降に限定される。同報告書
では近世花巻城段階の生活面であるⅡｂ層上
面での遺構検出は困難であり、近世段階の遺

構の多くもⅢ層中で検出したことを報告して
いる。
　また近世地業層（Ⅱｂ層）の確認されない
部分では中世と近世の遺構を同一面で検出し
たことも報告している。
・掘立柱建物及び礎石建物の特徴
　本章執筆に際し、掘立柱建物と礎石建物
の再検証作業を行った。結果、第７次調査
区内では13棟の掘立柱建物と、１棟の礎石建
物を認めることができた（第６図、SB01 ～
SB14）。なお第７次調査報告書では、３棟の
掘立柱建物と１棟の礎石建物の検出を報告し
ているが、このうち２棟の掘立柱建物と１
棟の礎石建物は本章で再検証したものと同
一である。第7次調査報告書におけるⅣＣｗ

SB01SB01ⅤBh大溝ⅤBh大溝 ⅤCf大溝ⅤCf大溝

SB02SB02

SB04SB04

SB03SB03 SB05SB05

0 10m1/200

N

第６図左　第７次調査区内で検出された掘立柱建物と礎石建物
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掘立柱建物(15世紀から16世紀中頃)は本章で
はSB01、ⅣＦｉ礎石建物（17世紀初頭以降）
はSB10、ⅢＦｆ掘立柱建物（15世紀から16
世紀中頃）はSB13に相当する。
　第７次調査区内で検出された掘立柱建物と
礎石建物を構造面の特徴によって分類すると
下記のとおりとなる。分類基準は第５図のと
おりである。
2.0類　SB01、SB02、SB03、SB05、SB07、
　　　SB08、SB10、SB13
2.1類　SB04、SB06、SB09、SB11、SB12
不明　SB14

　建物の主体が調査区外へと延びる建物も含
まれるため、不確定な要素も含まれるが、第
７次調査区内で検出された掘立柱建物と礎石

建物には、
①．調査区東半で検出されたSB07、SB12、

SB13を除き、いずれも南北方向を桁行
とする

②．全て２類（身舎梁間二間の直屋）の建物
である。

③．桁行間数の大小に関わらず、身舎内部に
間仕切りと比定しうる柱穴列が並ぶ傾向
が確認できない。

④．いずれの掘立柱建物・礎石建物も梁間桁
行問わず、一間の間尺が不均一である。

という４点の特徴が認められる。
　いずれも第７次調査区全体の土地利用の傾
向を端的に示したものとして解釈できる。

第６図右　第７次調査区内で検出された掘立柱建物と礎石建物
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第７図　第７・22次調査区内で検出された掘立柱建物と礎石建物（模式図）
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・区画遺構と掘立柱建物及び礎石建物の関係性
　掘立柱建物や礎石建物の用途が住宅である
場合、基本的には日照面での有利性を考え、
桁行方向を東西とする例が多い。しかし、建
物と同時代に造られた溝や堀、あるいは柵、
塀、道などの区画施設が存在する場合、これ
ら区画施設に平行ないしは直交する方向を建
物の桁行方向とする場合がある。
　第７次調査区内には南北方向を長辺方向と
する３本の大溝や、これと直交する東西方向
の小溝が検出されている。これら区画遺構の
長辺方向と、検出された掘立柱建物や礎石建
物の桁行方向は並行しており、相関性が認め
られる。建物に先行して存在した区画遺構が、
後続して造られた建物群の桁行方向を決定し
た好例とみることが可能である。
　なお３本の大溝は、遺構内遺物の年代から
それぞれ、
　ⅤＣｆ大溝＝15世紀から16世紀中頃、
　ⅤＢｈ大溝＝16世紀後半から17世紀初頭、
　ⅤＥℓ大溝＝17世紀初頭以降
　という年代が与えられている。
　つまり花巻城築城以前に造られた区画遺構
（ⅤＣｆ大溝）が形成した軸線は、以降も踏
襲され、花巻城段階に至ってもなお生き続け
ていた可能性が高い。同様の指摘は第７次調
査報告書内でもされているが、再検証された
掘立柱建物と礎石建物のありようと合わせて
考えても、この指摘は蓋然性が高い。
・掘立柱建物と礎石建物の用途
　第７次調査区内で検出された掘立柱建物と
礎石建物の用途を考える場合、先述した特徴
②と③が重要性をもつ。
　東北地方の中近世遺跡で検出される掘立柱
建物は身舎梁間二間を基調とするが（２類）、
中世城館遺跡内で検出される住宅系の大型掘
立柱建物や、近世在方集落遺跡で検出される
住宅系の掘立柱建物などでは、身舎梁間を三
間（３類）とするほか、庇や下屋を付設させ
るなど、内部空間を拡充させようとする傾向
が認められる。しかし、第７次調査内で検出
された掘立柱建物や礎石建物の場合、いずれ
においても身舎梁間が大型化しないなど、建
物の内部空間を拡充させようとした意思を読
み取ることができない。また特徴③で挙げた
ように、第７次調査区内の掘立柱建物と礎石
建物には身舎内部に間仕切りと比定しうる柱
穴列も認められない。中世後期以降の住宅系
建築では、掘立柱建物であったとしても、身

舎内部に間仕切り列を有するなど、建物の内
部空間に複数の居室を設け、空間を分節させ
る傾向が認められる。稗貫・和賀地方の中世
後期の城館に築かれた比較的大型の掘立柱建
物においても、同様の傾向が認められるわけ
だが、第７次調査区内の掘立柱建物では同様
の特徴が確認できない。
　つまり、第７次調査区内で検出された掘立
柱建物は、建物全体を大型化させようという
意思も持たず、その内部空間に複数の居室を
設けるということもしていない。これらの特
徴から考えるならば、第７次調査区内に造ら
れた掘立柱建物と礎石建物の用途は、住宅で
はなかった可能性が高い。先述したように掘
立柱建物及び礎石建物の用途が住宅である場
合、日照を考慮し、桁行方向を東西にとるの
が一般的である。しかし、第７次調査区内に
造られた掘立柱建物及び礎石建物にはこの特
徴もみられない。中世・近世を問わず、同調
査区内で検出された掘立柱建物と礎石建物の
用途を住宅と比定することは困難で、その用
途は小屋や倉庫など、住宅建築に準じる付属
屋的な用途を持つものであったと推論するの
が現時点では穏当である。
　特徴④として指摘した間尺の不均一性は、
同調査区内の掘立柱建物と礎石建物が簡便に
造られたものであり、規格性を持つ建具など
の柱間装置を有していなかった可能性が高い
ことを示している。
・中世段階の第７次調査区の景観
　中世段階の第７次調査区は２類の掘立柱建
物を主体とし、この周囲に大溝や土坑が展開
する景観である。出土遺物の検出傾向につい
ては次章に譲るが、同調査区は三之丸内の全
調査区中で、稗貫氏段階の遺物の破片数が最
も優越する。また茶花香具なども出土するな
ど、遺物の出土状況だけをみれば、稗貫氏段
階の生活の主体が、同調査区ないしはその近
辺にあったと推論しうるわけだが、中世後期
の城館遺跡内の住宅系建築として妥当性の高
い、間仕切り列を内部に持つような３．１類
や３．２類の掘立柱建物跡は調査区内では確
認されていない。
・近世段階の第７次調査区の景観
　近世段階の第７次調査区は２類の掘立柱建
物の周囲に大溝や２類の礎石建物、園地跡な
どが展開する景観である。
　しかし、近世段階の同調査区が礎石建物の
付属屋や池を持つような、御給人屋敷の屋敷
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第８図　伊藤家住宅・松川家住宅概要

N

伊藤家住宅　現状配置図（S＝1/500）

松川家住宅　現状配置図（S＝1/500）

伊藤家住宅　現状平面図（S＝1/400）

松川家住宅　現状平面図（S＝1/400）

松川家住宅　復元平面図（S＝1/400）

伊藤家住宅　復元平面図（S＝1/400）
街路（舘小路）

街路（舘小路）

N
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地内であったとしても、少なくとも調査区内
には主屋にふさわしい規模・間取りの建物跡
が検出されていない。間仕切り列が無く、倉
庫や小屋としての用途が想定しうるSB10が
礎石建物であることから考えると、少なくと
もこれと同時期の主屋も礎石建物であったと
推論しても大過ないだろう。
　近世後期段階の絵図の記載では、屋敷地の
北側には東西方向の街路（舘小路）が展開し、
これに面する屋敷地北縁を屋敷の前面として
いたことが読み取れる。近世段階の城下など、
敷地に制限がある町場に造られた住宅系の建
築（下級武士の住宅や、町屋）の場合、敷地
の前面に主屋を建て、この背後に庭や小屋な
ど設ける場合が多い。この規則性に従うなら
ば、同所の主屋も調査区内北側に位置してい
たはずなのだが、第７次調査区ではこの限り
ではない。
　第７次調査区に近接する三之丸地内にはと
もに19世紀初頭の建設が推論される松川家住
宅と伊藤家住宅が遺されている。やはりいず
れも東西方向の街路に面する敷地の前面に東
西方向の主屋を建て、この背後に庭や小屋を
設けている（第８図）。
　両家の記録調査を目的に刊行された花巻市
教育委員会1999『城内武家屋敷　伊藤家・松
川家住宅測量調査報告書（附同心家屋調査報
告）』によると両家とも柱脚部は礎石立ち（玉
石敷の上面に土台を廻す部分と、単独の礎石
立ちの混用）で、柱は角柱である。下屋部分
のみは板敷を主体とするが身舎部分の多くは
畳敷きで、床組は大引を用いた高床である。
一間の間尺は梁間桁行とも六尺三寸を基調と
する。壁は板壁ないしは土壁で、全体に建具
が多く入る建物として報告されている。
　第７次調査区東部に位置し、ともに17世紀
初頭以降の成立が想定されるⅣＥｕ園池跡と
ⅤＦｖ園池跡埋土からは多くの木製品が検出
されている。両遺構の埋土中からは角柱や壁
板、敷居ないしは鴨居と考えうる横架材が出
土している。また同じく17世紀初頭以降の成
立が予想されるⅤＥℓ大溝埋土からは強い被
熱を受けた相当量の土壁片も出土している。
第７次調査区内では確認できなかったが伊藤
家・松川家と同等の主屋が調査区内ないしは
そのごく近隣に存在したことは間違いないだ
ろう。礎石建物の主屋は後年の削平により遺
構が検出されなかった調査区中央北部に位置
したか、あるいはこれとは別の理由によって

検出されなかったと考えるべきだろうか。

⑵第22次調査区の様相
・概要
　花巻城三之丸南部中央に位置する第22次調
査（平成21年度調査）は個人住宅の新築に伴
い実施された。調査面積は406.6㎡で、井戸
跡２基、竪穴状遺構２棟、整地層一ヶ所、炭
窯跡１基、土坑跡３基、溝跡３条、約500基
の柱穴などの遺構が検出された。
　平安時代の溝跡が１条確認されているが遺
構の年代幅は基本的には15世紀以降に限定さ
れる。遺物も同様で、少数の土師器坏、12世
紀から13世紀の瓷器系陶器なども出土してい
るが基本的は15世紀以降のものに限定される。
近世後期段階の絵図との比較から考えると、
第22次調査区内は御給人戸田本蔵の屋敷地内
であったと比定することができる（第２・３
図）。
　なお第22次調査区に近接する調査区として、
第21次調査区（平成20年度調査）・第27次調
査区（平成24年度調査区）が存在するが（図
４）、いずれも遺構密度が薄く、本章で行う
掘立柱建物の再検証に影響を与えるものでは
ないと判断した。このため本章では両調査区
についてこれ以上言及しない。
・基本層序
　第22次調査区ではⅠ層を近年の盛土層とす
る。砂礫を多く含むⅡ層は土量が多く、大規
模な土木工事によって作成された層であると
推測されており、17世紀初頭の花巻城整備段
階に形成されたものと比定されている。黒褐
色から灰褐色の粘土層であるⅢ層は、先述し
た第７次調査におけるⅢ層と同一のもので、
14世紀から16世紀の成立と想定している。Ⅳ
層は地山面で黄褐色粘土層である。風化の進
んだ白色礫をわずかに含む。Ⅳ層下面は砂礫
層である。
・柱穴埋土
　第22次調査報告書では、柱穴の埋土を３種
類に大別し分類している。
①．タイプＡ
　Ⅱ層に含まれる砂礫が埋土に入っている。
つまりⅡ層中から掘られた近世の花巻城以降
の柱穴と考えられるもの。
②．タイプＡマーブル状（「Ａマ」と略称）
　タイプＡと同様にⅡ層に含まれる砂礫が埋
土に入っている、従って近世の柱穴と考えら
れるもの。タイプＡとの違いは埋土にⅣ層の
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粘土ブロックが多く含まれていて、断面が
マーブル模様に見えること。Ⅱ層の砂礫が含
まれていなくても、マーブル状の埋土の様相
を認めれば、このタイプに含めた。
③．タイプＢ
　Ⅳ層以下に含まれる風化が進んだ白色の礫
が埋土に入っている。反対にⅡ層に含まれる
砂礫は埋土に入ってこない。このことからⅡ
層が運び込まれて整地される以前の柱穴、す
なわち中世に遡る時期の柱穴と考えられるも
の。

と分類し、それぞれの分布状況として、タイ
プＡは調査区全面から検出されるが、タイプ
Ａマは調査区北東部分に集中、タイプＢは調
査区北西部分に集中する傾向があることを指
摘している。なお第22次調査報告書では掘立
柱建物の検証と報告は行っていない。
・掘立柱建物の傾向
　本章執筆に際し、掘立柱建物の再検証作業
を行った。結果、第22次調査区内では12棟の
掘立柱建物を認めることができた（第９図、
SB15 ～ SB26）。第22次調査区内で検出され
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第９図　第22次調査区内で検出された掘立柱建物
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た掘立柱建物を構造面の特徴によって分類す
ると下記のとおりとなる。
　2.0類　SB17、SB18、SB20、SB21、SB23、
　　　　SB24、
　　　　SB26
　2.1類　SB19、SB25
　不明　SB15、SB16、SB22
　建物の主体が調査区外へと延びる建物も多
く、不確定な要素も含まれるが、第22次調査
区内で検出された掘立柱建物もやはり２類を
主体とする。
　東西方向を桁行とする掘立柱建物の比率は
第７次調査区よりは多いが、やはりその主体
は南北方向である。間仕切り列と比定しうる
柱穴列が並ばないことや、梁間桁行を問わず
一間の間尺が不均一であるなど、検出された
掘立柱建物の特徴は、第７次調査区で検出さ
れた掘立柱建物・礎石建物の特徴としてあげ
た特徴①から④と同様であった。
　再検証された掘立柱建物と柱穴埋土の関連
性は以下の通りになる。

　Ａ＋Ａマ　＝SB16、SB18、SB19、SB20、
　　　　　　　SB21、SB22、SB23、SB24、
　　　　　　　SB25、SB26
　　Ｂ　　　＝SB15、SB17

　報告書中では柱穴番号がわからない遺構や、
注記のない遺構などもあるため、完全な照合
は不可能だったが、少なくとも確認がとれた
柱穴との対応に関していえば、現場担当者の
所見どおり、基本的にＡタイプの柱穴とＢタ
イプの柱穴が混用される状況は確認されな
かった。
　なお、Ａタイプの柱穴とＡタイプマーブル
の柱穴が明確に分離する様相は確認できな
かった。いずれかの埋土を主体とする場合で
も、柱穴１個ないしは２個程度はもう一方の
埋土の柱穴が混用される様相であった。
　以上、掘立柱建物の再検証の結果、報告書
中の指摘のとおり、タイプＢ（中世）の掘立
柱建物は調査区中央から西半に、タイプＡ及
びタイプＡマーブル（近世）の掘立柱建物は
調査区中央から東半に分布することが明らか
になった。
・掘立柱建物の用途
　第７次調査区で検出された掘立柱建物や礎
石建物と同様の特徴を持つことから考えると、
第22次調査区内で検出された掘立柱建物もま

た用途を住宅と想定することは難しいだろう。
小屋や倉庫など、付属屋としての用途を想定
すべきだろう。
・中世段階の第22次調査区の景観
　中世段階の第22次調査区は中央から西半の
地域に南北方向を桁行とする２類の掘立柱建
物を設け、この東に竪穴建物が展開する景観
であった。第７次調査区と同様に、中世後期
段階の城館遺跡内の住宅系建築として妥当性
の高い、間仕切り列を内部に持つような３．
１類や３．２類の掘立柱建物跡は調査区内で
は確認されていない。
・近世段階の第22次調査区の景観
　近世段階の第22次調査区の景観は調査区中
央から東に２類の掘立柱建物を設け、この周
囲に溝や井戸や炭窯が展開する景観であった。
　なお第22次調査報告書では、柱穴内から19
世紀代の遺物が出土しないことと、同調査区
に近接する屋敷地内に現存する先述の松川
家・伊藤家の存在について言及し、19世紀段
階で花巻城三之丸内の武家屋敷の主屋が礎石
化した可能性を指摘している。この指摘自体
は首肯できるものであり、妥当性が高い。し
かし仮にこの解釈が妥当であったとしても、
近世前期段階の武家屋敷の主屋としてふさわ
しい３．１類や３．２類の掘立柱建物や礎石建
物はやはり調査区内では検出されていない。

⑶　小結
　以上、本章では第７次調査区と第22次調査
区で検出された遺構群の様相について概観し
た。両調査区ともに中世後期・近世前期・近
世後期のそれぞれの段階で主屋にふさわしい
規模と間取りの建物跡が検出されないという
結果になった。
　このうち近世後期段階の主屋が検出されな
い理由は、第22次調査報告書内でも指摘され
ているように、三之丸内の武家住宅が礎石化
したことに起因するものだろう。
　南部領内の住宅系建築がどの段階で礎石化
したのかという問題は簡単なようで難しく、
いまだ解明されてはいない。
　住宅の居住者や施主の階層（領主層、高知
の武士、庶民層）、あるいは立地（町場か在
郷か）などによって少なくない異同があるこ
とが予想される問題なわけだが、なかでも城
下や町場などに造られた中級以下の武士住宅
がどの段階で礎石化したかという問いについ
て、有用な回答はいまだ得られていない。
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　中世段階の東北地方における領主層の住宅
建築は、大浦氏（津軽氏）の出城である青森
県弘前市の堀越城を唯一の例外とし、天正
十八年（1590）の奥羽仕置、ないし翌年の奥
羽再仕置以降に礎石化する。
　領主層に準ずる階層である高身武士の住宅
建築も近世初頭の段階で礎石建物化していた
可能性が高い。近世初頭に描かれた盛岡城下
の高知屋敷絵図などでは建物の身舎梁間が大
型化しており、柱脚部が礎石建物化していた
状況を伝える。
　しかし、花巻に限らず、盛岡・八戸・遠野・
福岡・三戸・七戸など、城下ないしは町場に
造られた中級以下の武士住宅が近世のどの段
階で礎石建物化したのかという問題はいまだ
未詳である。
　在郷集落に多く遺された現存古民家建築
（庄屋・名主層の住宅）の成立年などと合わ
せ、この問題については今後も考えていく必
要があるだろう。

３．土器・陶磁器類の出土状況
　本章では、城域全体での土器・陶磁器類（以
下、陶磁器類とする）の出土状況について、
破片数の集計を基にした数値化による比較を
行う（註3-1）。花巻城の調査において、現在
までに報告書が刊行されている調査はレー

ダー探査や試掘調査を含めて26件あり、この
うち本丸３件と三之丸13件の計16件で陶磁器
類が出土している。二之丸でも発掘調査は実
施されているが、東門（第25次）調査区では
出土遺物は無く、南御蔵跡（第33・34次）調
査区は今年度報告書刊行予定であることから
今回の検討対象からは除いている。したがっ
て本丸と三之丸についてみていくことになる
が、調査件数の多い三之丸のほうが質量とも
に豊富であることから、以下では三之丸での
状況を中心に述べていく。
　陶磁器類の産地と製作年代は基本的に報告
書の記載を基にしているが、筆者の観察の結
果で修正・除外しているものもある。その為、
報告書記載の点数と第２～４表の破片数が一
致しない調査地点がある。時期区分について
は、陶磁器の年代観から12 ～ 13世紀（古代
末～中世前期）をⅠ期、14 ～ 17世紀初頭（中
世中～後期）をⅡ期、17 ～ 18世紀初頭（近
世前期）をⅢ期、18 ～ 19世紀（近世後期～
近代）をⅣ期の４期とした。なお、Ⅰ期は城
館築城以前、Ⅱ期が鳥谷崎城期、Ⅲ期が花巻
城への改修～前半期、Ⅳ期が花巻城の後半～
廃城期にあたると考えて頂きたい。
　第２表は、出土した陶磁器類を機能別に分
類し、調査次数及び時期別に出土破片数を集
計したものであり、総破片数は509点である。
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第２表　調査地点別土器・陶磁器類出土点数一覧
Ⅰ期：古代末～中世前期 Ⅱ期：中世中～後期 Ⅲ期：近世前期

12～13世紀 14～17世紀初頭 17～18世紀初頭

年度 調査地点 面積
(㎡)

飲
食
具

煮
炊
具

調
理
具

貯
蔵
具

暖
房
具

灯
明
具

茶
花
香

生
産
具

宗
教
具

他
・
不
明

総
点
数

飲
食
具

煮
炊
具

調
理
具

貯
蔵
具

暖
房
具

灯
明
具

茶
花
香

生
産
具

宗
教
具

他
・
不
明

総
点
数

飲
食
具

煮
炊
具

調
理
具

貯
蔵
具

暖
房
具

灯
明
具

茶
花
香

生
産
具

宗
教
具

他
・
不
明

総
点
数

H２ 本丸　御殿 100 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
H４ 本丸　桝形・馬出 106 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
H５ 本丸　西御門等 625 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

H６
三之丸　長坂・伊藤屋敷

1,425
0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 6 69 0 0 12 0 0 16 0 0 0 97 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4

(不掲載破片数) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 13 0 0 61 0 0 0 94 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
H６ 本丸　土橋−北側法面 200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
H８ 三之丸　門屋屋敷 98 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
H11 三之丸　戸田本蔵屋敷 26 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

H12
三之丸　戸田本蔵屋敷 11 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
二之丸　中堀 2,304 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

H13 三之丸　観音寺境内 720 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

H14
三之丸　観音寺境内 1,200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
三之丸　観音寺境内 1,920 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

H15
三之丸　観音寺境内

2,270
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

三之丸　門屋・田中屋敷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
H16 本丸　台所門 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
H17 上堀 533 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
H20 三之丸　戸田本蔵屋敷 104 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 6 0 0 1 0 0 0 0 0 0 7
H21 三之丸　戸田本蔵屋敷 407 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 5 30 0 2 1 0 0 0 0 0 0 33 7 0 1 3 0 1 0 0 0 0 12
H22 三之丸　戸田本蔵屋敷 48 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
H22 三之丸　四戸進屋敷 55 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
H23 二之丸　東門 66 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
H24 三之丸　戸田本蔵屋敷 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
H25 三之丸 154 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
H27 三之丸　煤孫屋敷 94 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
H28 三之丸　戸田本蔵屋敷 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
H28 下堀 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
H28 三之丸　南東隅 330 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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機能別の分類は、碗・皿・向付等を飲食具、鍋・
羽釜等を煮炊具、壷・甕・瓶類を貯蔵具、擂
鉢・捏ね鉢・卸皿等を調理具、火鉢・瓶掛・
風炉等を暖房具、灯明皿・ひょうそく等を灯
明具、窯道具等を生産具、花瓶・仏飯器等を
宗教具とした（註3-2）。また、碗・皿・壷・
瓶等のうち天目茶碗・茶壷・香炉・花入等は
「茶花香（道具）」として一括した。なお、小
杯・徳利・香炉等は宗教具として使用された
ものも含まれていると思われるが、今回は形
状を重視して飲食具や貯蔵具等に分類した。
　まず古代末～中世前期としたⅠ期の陶磁器
類は本丸と三之丸で出土しているが、総点数
で15点と全期間通じて最も少ない。また、全
て貯蔵具（甕）の破片であり、この時期に飲
食具として使用されていたかわらけや輸入陶
磁器等は現在のところ出土していない。
　中世中～後期としたⅡ期は年代幅を長く設
定していることもあって陶磁器類の出土点数
が最も多く、総点数は255点とⅠ期の約18倍
に増加する。本丸と三之丸で出土しているが、
特に三之丸の南西側に位置する長坂・伊藤屋
敷跡（第７次）調査区と中央部に位置する戸
田本蔵屋敷跡（第22・23・27次）調査区で出
土量が多い。飲食具・調理具・貯蔵具・花茶
香道具が出土しており、その中でも飲食具が
149点で総点数の58％と最も多い。次いで多

いのは茶花香道具の77点であるが、これは長
坂・伊藤屋敷跡調査区から出土した壷（茶壷）
の同一個体片が多いことが要因であり、実際
の個体数は少なかったと考えられる。貯蔵具
や調理具の破片も出土しているが数は少なく、
飲食具より貯蔵具のほうが１個体あたりの破
片数が多いことを考慮すると、この時期の飲
食具の個体数はその他に比べてかなり多かっ
たと考えられる。機能別の構成をみると、こ
の時期の陶磁器類は飲食での使用が主であっ
たと考えられるが、一方で調理用具（煮炊具・
調理具）が非常に少ない。当然ながら調理用
具は飲食を行う際に必須であることから、こ
れらには金属など陶磁器以外の材質の製品が
使用されていたと考えられる。なお、調理用
具が欠落するという傾向はこれ以降も基本的
に同じである。また、Ⅱ期の構成のなかで注
目されるのは茶花香道具の点数の多さである。
先述の通り個体数は多くないと考えられるも
のの、茶道具として天目茶碗と茶壷が出土し
ている。15 ～ 16世紀において茶花香道具は
日常の碗皿とは対照的な道具であり、特に白
磁四耳壷・青白磁梅瓶・青磁製品（香炉・花瓶・
盤・壷）等は非日常的な威信材であり、これ
らを所有することが一つの身分表象であっ
たと考えられている（小野2003、水澤2014）。
例えば四耳壷では、花巻城（時期的には鳥谷
崎城）では白磁等の磁器製品に比べると価値
が低いと考えられる中国・東南アジア産及び
瀬戸窯産の陶器製品が出土しているのみであ
るが（第10図）、威信材に位置づけられる器
種を保有している点を考慮すると、例えば北
上市丸子城跡のように磁器製の壷類・花生が
出土した城館よりも階級は低かった可能性は
あるが、本城にもこれらを保有できる階層の
人々が生活していたことを示すものと考えら
れる。なお、茶花香道具は現在のところ三之
丸南西側に位置する長坂・伊藤屋敷跡調査区
でのみ出土していることから、威信材を保有
できる階層の人々は基本的にこの区域を中心
に生活していたと考えられる。
　近世前期としたⅢ期は、Ⅱ期よりも年代
幅を短く設定しているため出土点数は減少
し、総点数はⅡ期の約1/8の33点である。本
丸と三之丸で出土しているが、本丸は平成５
年度調査区で１点出土しているのみである
（註3-3）。飲食具・調理具・貯蔵具・灯明具・
茶花香道具が出土しているが、そのうち79％
が飲食具で、この他は１～４点（４～ 11％）

Ⅳ期：近世後期～近代
18～19世紀

飲
食
具

煮
炊
具

調
理
具

貯
蔵
具

暖
房
具

灯
明
具

茶
花
香

生
産
具

宗
教
具

他
・
不
明

総
点
数
総合計 備考 次数

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4
2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 14 5
47 0 9 0 0 0 2 0 0 0 58 165

7
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 94
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12
2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4

14
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 レーダー探査
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 レーダー探査 15
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 レーダー探査

16
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 レーダー探査
1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 3 3 トレンチ調査

17
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 トレンチ調査
3 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4 4 18
2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 20
8 0 0 1 0 0 0 0 0 4 13 21 21
15 0 2 0 0 0 0 0 0 0 17 67 22
20 0 1 3 0 0 1 0 0 2 27 34 23
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 24
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25
16 0 2 2 0 0 0 0 0 0 20 23 27
13 0 0 1 0 0 2 0 0 0 16 26 28
28 0 0 3 2 0 0 0 0 1 34 41 29
7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 8 30
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 試掘調査 31
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 試掘調査 32
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と非常に少ない。特に茶花香道具は、Ⅱ期に
威信材に準する茶道具が出土し当時の中心域
であったと推定される長坂・伊藤屋敷跡調査
区でも美濃窯産天目茶碗が１点出土している
のみである。これは中世から近世への時代転
換とともに威信材の種類が変化したことも一
つの要因と考えられるが、奥羽仕置を経て鳥
谷崎城から花巻城へと改修された際にこれら
を保有できる階層が城内にいなくなったこと
を示すものとも考えられる。
　近世後期～近代としたⅣ期はⅢ期より年代
幅を長く設定したこともあって総点数は206
点とⅢ期の６倍に増加している。本丸と三之
丸で出土しており、三之丸戸田本蔵屋敷跡、
長坂・伊藤屋敷跡、煤孫重右衛門屋敷跡（第
29次）調査区の順に出土点数が多い。飲食具・
調理具・貯蔵具・暖房具・茶花香道具・用途
不明の製品があり種別は増えているが、総数
の80％を占めるのは飲食具であり、この比率
はⅢ期とほとんど変わっていない。
　続いて産地・材質の変遷についてみていく。
第３表は、陶磁器類の産地（国産・輸入）及
び材質別による破片数を集計したものである。
まずⅠ期であるが、産地が同定できたものは
常滑窯産が14点（第11図）、渥美窯産が煤孫
重右衛門屋敷跡（第29次）調査区で１点であ
る。また、輸入陶磁器と土器は確認されてい

ない。
　続いてⅡ期であるが、
Ⅰ期に比べて産地と種別
が大幅に増加する（第
10・12図）。国産陶器で
は常滑窯、瀬戸・美濃
窯、信楽、東北地方の製
品が確認されている。輸
入陶磁器では中国産磁器
（白磁・青磁・染付）、褐
釉陶器が確認されている。
磁器の産地は、青磁は竜
泉窯、染付は景徳鎮や漳
州窯が確認されているが、
白磁の詳細な産地につい
ては不明である。陶器は
天目茶碗と壷があり、い
ずれも鉄釉が施される製
品で、天目茶碗では福建
省産、壷では中国産と東
南アジア産が確認されて
いる（第10図）。土器は、

戸田本蔵屋敷跡（第28次調査）で15 ～ 16世
紀代と考えられる碗形かわらけが２点出土し
ているのみである。出土量としては国産陶器
が総破片数の31％、輸入陶磁器が68％であり、
総数の2/3を輸入陶磁器が占めこの時期の陶
磁器の主体となっている。なお、掲載点数
167点についてⅡ期のなかでの時期を細分す
ると、14世紀の製品が17点（総点数の10％）、
15世紀の製品が31点（19％）、16 ～ 17世紀初
頭の製品が119点（72％）であり、16 ～ 17世
紀初頭（国産陶器の大窯併行期）の製品が圧
倒的多数を占めている。
　Ⅲ期はⅡ期より出土点数は減少し、産地や
材質の傾向も大きく変化する。Ⅱ期からⅢ期
への最大の変化は、Ⅱ期で主体となってい
た輸入陶磁器がこの時期以降確認されなく
なり、ほぼ100％国産陶器で構成される点で
ある。陶器では肥前（唐津）、瀬戸・美濃窯、
信楽、東北地方の製品が確認されている。磁
器では、肥前のみ確認されている。陶器が総
数の2/3を占めているが、この時期は国内全
体でも磁器より陶器の生産量が多いことから、
花巻城に持ち込まれた陶磁器類の材質の比率
についても全国的な生産量に対応したものと
考えられる。なお、土器は本丸（第４次）調
査区で碗形と考えられるかわらけが１点出土
しているのみである。
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第３表　産地・材質別出土点数一覧
Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

国
産
陶
器

輸入陶磁 土
　
器

総
点
数

国
産
陶
器

輸入陶磁 土
　
器

総
点
数

国産 輸
入
陶
磁

土
　
器

瓦
質
土
器

総
点
数

国産 輸
入
陶
磁

土
　
器

瓦
質
土
器

総
点
数次数 年度 白

磁
青
磁
染
付
陶
器

白
磁
青
磁
染
付
陶
器

陶
器
磁
器

陶
器
磁
器

2 H２ 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 H４ 0 0 0 0 0 0 0 0 6 1 3 0 0 10 0 0 0 1 0 1 0 2 0 0 0 2
5 H５ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

7 H６
6 0 0 0 0 0 6 26 6 20 36 9 0 97 2 2 0 0 0 4 26 32 0 0 0 58
0 0 0 0 0 0 0 38 20 0 0 36 0 94 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 H６ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 H８ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 H11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 H12
1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 H13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 H14
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 H15
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 3
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18 H16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 4
20 H17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2
21 H20 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 6 1 0 0 0 7 1 12 0 0 0 13
22 H21 5 0 0 0 0 0 5 12 1 2 18 0 0 33 10 2 0 0 0 12 4 13 0 0 0 17
23 H22 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 6 0 0 6 0 0 0 0 0 0 11 16 0 0 0 27
24 H22 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
25 H23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
27 H24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 2 0 0 0 2 9 11 0 0 0 20
28 H25 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 3 0 2 8 2 0 0 0 0 2 6 10 0 0 0 16
29 H27 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 2 3 0 0 0 5 7 26 0 0 1 34
30 H28 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 4 3 0 0 0 7
31 H28 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
32 H28 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
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　Ⅳ期はⅢ期より総点数は増加するが、ほぼ
全てが国産陶器であるという点は同様である。
陶器は肥前、瀬戸・美濃窯、東北地方の製品
があり、信楽が無くなるものの基本的にはⅢ
期と大幅な変化はない。しかし、磁器では新
たに瀬戸・美濃窯と東北地方産の製品が加わ
り、破片数も陶器の二倍近くとなる。この他、
土器は戸田本蔵屋敷跡（第20次）調査区で皿
型のかわらけ、瓦質土器は三之丸観音寺境内
（第17次）調査区で壷形の製品、煤孫屋敷跡（第
29次）調査区で火鉢が各１点出土しているの
みである。
　最後に調査地点ごとの出土量の多寡をみて
いく。前述の通り花巻城の発掘調査は調査地
点ごとの面積の大小が大きく（第１表）、破
片数だけでは比較ができないことから、破片
１点あたりの出土面積を算出しそれを基にみ
ていく。第４表は、調査地点別に時期ごとの
出土破片数と破片１点あたりの出土面積を算
出したもので、表右側欄の数値が小さいほど
単位面積（１㎡）あたりの出土点数が多いと
いうことになる（以下、○㎡ / １と記載、註
3-4）。まず全期間と通じた出土量についてみ
ると、出土面積が１点あたり10㎡より小さく
なるのは９つの調査地点で、いずれも三之丸
に位置する。また、三之丸のなかでも特に戸
田本蔵屋敷跡調査区では、第12次調査区以外
の全ての調査区で10㎡ / １以下（平均3.1㎡ /

１）となっており、非
常に高い密度で陶磁器
類が出土している。一
方、本丸では最も密
度が高い第５次調査区
でも44.6㎡ / １であり、
戸田本蔵屋敷跡とは15
倍近い開きがある。
　続いて時期ごとの面
積比についてみていく。
まずⅠ期であるが、陶
磁器類は６つの調査地
点で出土している。こ
のうち戸田本蔵屋敷
跡（第14次）調査区が
11㎡ / １と比較的高い
密度であるが、１点の
みの出土であり数値的
な信頼性は低い。この
他の調査地点では48.0
～ 118.8㎡ / １であり、

器種が全て甕類である（割れた際の破片数が
多くなる）ことを考慮してもⅡ期以降に比べ
て個体数は非常に少なかったと考えられる。
　Ⅱ期の陶磁器類は、11つの調査地点で出土
している。本丸と三之丸で出土しているが、
三之丸調査地点のほうが全体的に密度は高い。
出土面積が10㎡ / １以下となるのは３つの調
査地点で、最も密度が高いのは長坂・伊藤屋
敷跡（第７次）調査区である。この調査区は
調査面積も1,425㎡と広いが、出土破片数も
191点と全調査地点のなかで最も多い。長坂・
伊藤屋敷跡調査区は全期間通じて密度が高い
調査区ではあるが、この時期は特に数値が突
出している。次に密度が高いのは戸田本蔵屋
敷跡（第23・30次）調査区で、長坂・伊藤屋
敷跡調査区とほぼ同じである。しかし、この
他の戸田本蔵屋敷跡調査区では11.0 ～ 104.0
㎡ / １（平均46.8㎡ / １）とそれほど密度は
高くない。一方、本丸では第５次調査区のみ
で出土している。11点出土しているが、出土
面積は56.8㎡ / １と密度は低い。
　Ⅲ期の陶磁器類は、本丸と三之丸の７つの
調査地点で出土している。調査地点の傾向は
Ⅱ期とほぼ同様であるが、出土点数が少ない
ため全体的に密度は低く、最も数値が高い戸
田本蔵屋敷跡（第21次）調査区でも14.9㎡ /
１であり、10㎡ / １以下となる調査区は無い。
　Ⅳ期の陶磁器類は、13の調査地点で出土し

第４表　調査次数別破片数１点あたりの出土面積
破片数 １点あたりの出土面積(㎡)

次数 年度 調査地点 面積
(㎡) 総計 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 全期間 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

2 H２ 本丸　御殿 100 1 1 0 0 0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0
4 H４ 本丸　桝形・馬出 106 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
5 H５ 本丸　西御門等 625 14 0 11 1 2 44.6 0.0 56.8 625.0 312.5
7 H６ 三之丸　長坂・伊藤屋敷 1,425 259 6 191 4 58 5.5 237.7 7.5 356.5 24.6
8 H６ 本丸　土橋−北側法面 200 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
10 H８ 三之丸円城寺門 98 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
12 H11 三之丸　戸田本蔵屋敷 26 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14 H12
三之丸　戸田本蔵屋敷 11 4 1 1 0 2 2.8 11.0 11.0 0.0 5.5
二之丸　中堀 2,304 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 H13 三之丸　観音寺境内 720 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

16 H14
三之丸　観音寺境内 1,200 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
三之丸　観音寺境内 1,920 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

17 H15
三之丸　観音寺境内

2,270
3 0 0 0 3 756.7 0.0 0.0 0.0 756.7

三之丸　門屋・田中屋敷 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
18 H16 本丸　台所門 100 4 0 0 0 4 25.0 0.0 0.0 0.0 25.0
20 H17 上堀 533 2 0 0 0 2 266.5 0.0 0.0 0.0 266.5
21 H20 三之丸　戸田本蔵屋敷 104 21 0 1 7 13 5.0 0.0 104.0 14.9 8.0
22 H21 三之丸　戸田本蔵屋敷 407 67 5 33 12 17 6.1 81.4 12.3 33.9 23.9
23 H22 三之丸　戸田本蔵屋敷 48 34 1 6 0 27 1.4 48.0 8.0 0.0 1.8
24 H22 三之丸　四戸進屋敷 55 1 0 1 0 0 55.0 0.0 55.0 0.0 0.0
25 H23 二之丸　東門 66 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
27 H24 三之丸　戸田本蔵屋敷 60 23 0 1 2 20 2.6 0.0 60.0 30.0 3.0
28 H25 三之丸 154 26 0 8 2 16 5.9 0.0 19.3 77.0 9.6
29 H27 三之丸　煤孫屋敷 94 41 1 1 5 34 2.3 94.0 94.0 18.8 2.8
30 H28 三之丸　戸田本蔵屋敷 8 8 0 1 0 7 1.0 0.0 8.0 0.0 1.1
31 H28 下堀 30 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
32 H28 三之丸　南東隅 330 1 0 0 0 1 330.0 0.0 0.0 0.0 330.0
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第10図　三之丸出土土器・陶磁器の諸例⑴

戸田本蔵屋敷跡(第７次)出土　14 ～ 17世紀初頭の輸入陶磁器

青　磁

白　磁

染　付

天目茶碗

陶器壷

（縮尺S=1/4）
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第11図　三之丸出土土器・陶磁器の諸例⑵

戸田本蔵屋敷跡(第22次)出土　12～13世紀の常滑窯産陶器（縮尺S=1/4）

戸田本蔵屋敷跡(第７次)出土　13世紀の東北地方産陶器

戸田本蔵屋敷跡(第７次)出土　14～17世紀初頭の国産陶器
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第12図　三之丸出土土器・陶磁器の諸例⑶

戸田本蔵屋敷跡(第22次)出土　15～17世紀初頭の国産陶器

（縮尺S=1/4）

戸田本蔵屋敷跡(第７次)出土　17～19世紀の国産陶器
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ている。本丸と三之丸で出土しているが、三
之丸では出土面積が10㎡ / １以下となる調査
地点が６つと多く、特に戸田本蔵屋敷跡では
６地点中５地点で10㎡ / １以下、平均でも7.2
㎡ / １と密度が高い。この他、戸田本蔵屋敷
跡の南側に隣接する煤孫屋敷跡（第29次）調
査区でも数値が高い。一方、本丸では第５次
調査区で２点出土しているが、312.5㎡ / １
と密度は非常に低い。また、Ⅱ期には数値の
高かった長坂・伊藤屋敷跡でもこの時期は
24.6㎡ / １であり、戸田本蔵屋敷跡や煤孫屋
敷跡に比べると密度は低い。
　ここまで花巻城における陶磁器類の出土状
況をみた結果、時期ごとに出土地点や点数に
偏りがあることがわかった。陶磁器類の大半
は三之丸から出土しているが、三之丸の内部
でもⅡ期（中世）とⅢ・Ⅳ期（近世）では破
片数はほぼ同数だが出土状況に相違がある。
中世では西側の長坂・伊藤屋敷跡調査区で総
点数191点、面積比3.7㎡ / １と非常に高い密
度での出土が確認されている。加えて威信材
と考えられる茶花香道具も出土しており、質
量ともに豊富であることから、この時期の生
活の中心域は三之丸南西側にあったものと考
えられる。
　近世に入ると、中世よりも広範囲で陶磁器
類の出土が確認されるようになる。長坂・伊
藤屋敷跡でもⅡ期に引き続き点数は多いが、
威信材といえる器物の出土が無くなる。一方、
戸田本蔵屋敷跡と煤孫重右衛門屋敷跡では
Ⅳ期になり面積比が10㎡ / １以下と高くなる。
ただし、長坂・伊藤屋敷跡も依然として12.3
㎡ / １と密度は高いことから、近世段階では
中世のようにいずれかの地区が突出するので
はなく、均等な内容の地区が複数存在してい
たものと考えられる。以上、陶磁器類の出土
状況からは中世と近世で上記のような相違点
を読み取ることができた。今後はこれらが遺
構や他の遺物とどのように関係してくるのか、
さらに検討を加える必要がある。

４．まとめ
　本稿では、最初に花巻城の概略・構造・発
掘調査歴を振り返り、調査件数が最も多い三
之丸で資料の蓄積が豊富であり、前身である
鳥谷崎城もこの範囲に位置していたと考えら
れていることを確認した。三之丸では当然な
がら花巻城期の遺構・遺物が多数検出されて
おり、鳥谷崎城を含めた城の変遷を追うこと

ができると考えられたため、今回は三之丸を
対象として遺構・遺物の検討を行った。
　具体的には、第２章で三之丸の南西側に位
置する長坂・伊藤屋敷跡（第７次）調査区と
中央北側に位置する戸田本蔵屋敷跡（第22次）
調査区を対象に中・近世段階の景観について
考察した。また、第３章では城域全体での土
器・陶磁器類の破片数を用いて調査地点ごと
の時期・産地（材質）の傾向、破片数１点あ
たりの出土面積比の比較を行った。最後にこ
れらを受けて、第７次調査区における遺構と
遺物の関係についてついて述べることでまと
めとしたい。
　第７次調査区では、中世（14 ～ 17世紀初頭）
の陶磁器類は破片数で190点以上出土してお
り、特に中世後期（16 ～ 17世紀初頭）の製
品が６割以上を占める。遺物の様相からはこ
の段階の生活の主体がこの一帯にあったと想
定される。しかし、復元された掘立柱建物は
いずれも身舎梁間二間（２類）であり、当該
期の城館遺跡内の住宅系建築として妥当性の
高い身舎梁間三間（３．１または３．２類）の
建物は確認されていない。遺構と遺物の内容
はその使用者の身分を反映しており、両者に
は相関性があると考えられるが、第７次調査
区では遺物に対して建物の内容が貧弱である
と言わざるを得ない。この理由としては、①
調査区外に存在する、②近現代の堆積層（Ⅰ・
Ⅱa層）が形成される段階で既に主屋となる
掘立柱建物の柱穴が削平されていた、③建物
が礎石化していたため認識できなかった、な
どが挙げられる。続く近世（17 ～ 19世紀）
になると景観が変化し、掘立柱建物の周囲に
大溝や園地などが展開する。陶磁器類の出土
量は中世とほぼ変わらず、この段階でも生
活の主体がこの一帯にあったと想定される
が、依然として建物は２類のみであり、主屋
といえる建物は確認されていない。礎石建物
SB10や現存する伊藤家・松川家住宅を見る
限り近世後期には建物は礎石化していたと考
えられることから、中世と同じ理由により建
物を認識できない可能性がある。
　調査以前の地形改変によりもはや確認する
手立ては無いが、遺物の内容を考慮すれば上
記③の理由を考えておく必要があり、このこ
とは花巻城のみならず南部領内における住宅
系建築がどの段階で礎石化したのかという問
題に対する一つの検討材料にもなろう。なお、
今回遺物は土器・陶磁器類のみを用いて検討
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を行ったが、花巻城内ではその他の遺物も多
数出土している。特に第７次調査区では園地
や大溝から建築部材や焼けた土壁片が多量に
出土しており、主屋級の建物が調査区または
その周辺に存在していた可能性を示唆する。
今後はこれらの遺物も含めて検討を行うこと
でより詳細な景観復元を行うことができるも
のと考えられる。
　本稿を草するにあたり、以下の機関と方々
から指導・協力を賜った。末筆ながら記して
感謝の意を表します（五十音順・敬称略）。
　もりおか歴史文化館・小田桐睦弥・菊池賢・
羽柴直人・橋本征也

註

参考文献

図版出典

3-1．破片数を用いた理由としては、①調査地点ごとの
面積の大小が大きく個体数や重量では偏差が大きいと
考えられること、②調査地点間での種別の有無や多寡
を比較することを目的としているためである。当然な
がら１個体あたりの破片数は碗・皿類等の小型器種で
は少なく、壷・甕類等の大型器種では多くなるが、器
種・材質に関わらず一破片の重み付けは同等とみなし
ている。なお、本節では特に断りのない場合、点数は
全て破片数を記載している。

3–2．煮炊具・生産具・宗教具は全期間で出土が確認で
きなかったが、花巻城の存続期間には存在していた器
種であり、今後他の遺跡との比較のなかで必要になる
可能性があることから項目として設定した。

3–3．平成２年度に実施した本丸御殿跡の調査でも陶磁
器類は出土しているが、実見の結果ほとんどが近～現
代に属するものであったことから今回は除外している。

3–4．今回は調査地点ごとの比較を行うことを目的とし
ているため、遺構内・外に関わらず調査地点一括での
面積比を算出している。その為、遺構ごとの比較を行
う際には改めて集計する必要があることを断っておく。

飯村均・室野秀文編　2017　『東北の名城を歩く　北東
北編　青森・秋田・岩手』吉川弘文館
岩手県教育委員会　1986　『岩手県中世城館跡分布調査
報告書』岩手県文化財調査報告書第82集
小野正敏　2003　「威信材としての貿易陶磁と場　−戦
国期東国を例に−」『戦国時代の考古学』高志書院
小原　茂　2012　『花巻開町の恩人　北松斎公四百年忌
記念誌』北松斎公四百年忌顕彰記念事業実行委員会
菊地　賢　2016　「花巻城跡」『北東北における近世城郭
　第Ⅲ分科会研究報告資料集』日本考古学協会2016年度
弘前大会実行委員会
千葉　悟　2000　「花巻城跡出土の陶磁」『東北の近世城
館跡出土陶磁』東洋陶磁学会第28回大会研究発表資料集
花巻市教育委員会
1991　『花巻城跡　平成２年度発掘調査報告書』
1996　『花巻城跡　三之丸発掘調査概要』
1997ａ『花巻城跡　平成４、５、６年度本丸発掘調

査報告書』
1997ｂ『平成８年度　花巻市内遺跡発掘調査報告書』
1998　『花巻城跡　平成６年度三之丸発掘調査報告

書』
1999　『城内武家屋敷　伊藤家・松川家住宅測量調

査報告書(附同心家屋調査報告)』
2000　『平成11年度　花巻市内遺跡発掘調査報告書』
2001　『平成12年度　花巻市内遺跡発掘調査報告書』
2002　『平成13年度　花巻市内遺跡発掘調査報告書』

2003　『平成14年度　花巻市内遺跡発掘調査報告書』
2004　『平成15年度　花巻市内遺跡発掘調査報告書』
2005　『平成16年度　花巻市内遺跡発掘調査報告書』
2006　『平成17年度　花巻市内遺跡発掘調査報告書』
2011　『平成21年度　花巻市内遺跡発掘調査報告書』
2012　『平成22 ～ 23年度　花巻城跡　花巻市内遺跡

発掘調査報告書』
2015　『平成24年度　花巻市内遺跡発掘調査報告書』
2016　『平成25年度　花巻市内遺跡発掘調査報告書』
2017ａ『平成27年度　花巻市内遺跡発掘調査報告書』
2017ｂ『花巻城跡内容確認調査の結果について』花

巻市ＨＰ
2018ａ『平成28年度　花巻市内遺跡発掘調査報告書』
2018ｂ『平成30年度花巻城本丸内容確認調査の概要』

現地説明会資料
花巻市教育委員会・花巻農業協同組合　2009　『花巻城
跡　城内地区宅地造成に係る緊急発掘調査報告書』
花巻市博物館　2017　『花巻城展』展示図録
水澤幸一　2014　「戦国期武家の日常使いの貿易陶磁の
実像」『国立歴史民俗博物館研究報告』第182集
室野秀文　1998　「嶽妙川寺の要害普請」『早池峰文化』
　第10号　大迫町教育委員会
室野秀文　2017　「中世稗貫の城館と鳥谷崎城」平成29
年度花巻市博物館講演会記録
八重樫忠郎　1997　「輸入陶磁器からみた平泉」『貿易陶
磁研究』第17号　日本貿易陶磁研究会

花巻城の研究　― 三之丸における遺構・遺物の検討 ―

第１図：もりおか歴史文化館所蔵「花巻城図」
第２図：もりおか歴史文化館所蔵「花巻城図」・花巻市

教育委員会2017に加除修正
第３図：花巻市都市計画図、花巻市教育委員会2012・
　　　　2015・2016・2017a・2018a・2018b
第４図：花巻市教育委員会2012・2015・2016・2017a・
　　　　2018a・2018bに加除修正
第５・７図：本校初出　中村作成
第６図：花巻市教育委員会1998に加除修正
第８図：花巻市教育委員会1999
第９図：花巻市教育委員会2011に加除修正
第10図：花巻市教育委員会1998に加除修正
第11・12図：花巻市教育委員会1998・2011に加除修正



― 27 ―

はじめに
　私事で恐縮であるが、古いものに興味を抱
き、博物館研究紀要に報告のようなものを書
くきっかけは、自分のルーツを探したこと
だったように思う。戸籍関係書類、寺院の訪
問、古文書や過去帳の閲覧などの作業を通じ
て、身近な歴史の面白さを強く感じた。ご縁
があってルーツ調査のお手伝いをしたことも
何度かあり、先に挙げたツール以外の資料、
特に海外の資料を活用する手段を得たが、最
近、ある調べ物をしているときに、澤口たま
み氏が2018（平成30）年４月に出版した『新
版　宮澤賢治愛のうた』という本を読む機会
があった。また、この本の主張のベースとなっ
た佐藤勝治（1984）『宮沢賢治、青春の秘唄
“冬のスケッチ”研究＜増訂版＞』も読んで
みた。豊沢町で育った私にとって、宮沢賢治
はもちろんのこと、本に書かれている人物や
佐藤勝治氏は直接会ったことはないが、皆近
所の方々であり、身近な感じを抱いた。そこ
でこれらの本に描かれている人物で、渡米し
た人々のその後を調べてみたのがこの報告で
ある。
　なお、本報告ではインターネット検索の他、
米軍記録専用の検索サイトFold3、系図記録
専用の検索サイトAncestry.comを用い、米国
国立公文書館に保管されている記録を閲覧し
ている。

１　及川修一の記録について
　澤口（2018）は、「ヤスは賢治との恋に破
れたあと、かなり年齢の離れた男性との結婚
を承諾し、その男性とともに渡米して、アメ
リカで生涯を閉じていました。ヤスの遺族か
らの証言によって、男性は東和町（現在の花
巻市）土沢地区出身の医師・及川修一であり、
ふたりの移住先がシカゴであることがわかり
ました。」（p170）と書いている。そこでまず
「及川修一」の記録を調べてみた。
　及川修一が移住したと書かれているシカゴ
市はイリノイ州クック郡にあるが、クック郡
書記官事務所（Cook County Clerk’s Office）
が提供している系図学オンライン（Genealogy 

Online）では1872（明治５）年分から出生、
結婚、死亡の記録を有料で閲覧することがで
きるので、まずこのサービスを使って及川修
一を検索してみた。
　検索結果は図１である。これは“Shuichi 
Oikawa”という名の男児が1926（昭和元）年
８月３日、クック郡シカゴ市エリス街2949
番地で生まれたことを示す出生証明書であ
る。父親の欄には“Suetaro Oikawa”46歳、職
業はBoarding house proprietor、すなわち宿
泊施設所有者となっており、出身地は“Iwate 
Pref. Japan” 「日本国岩手県」と書かれている。
母は旧姓としてYasu Ohata　年齢24歳、主婦、
出身地は同じく日本国岩手県と記載されてい
る。
　“Shuichi Oikawa”と“Yasu Ohata”という澤
口たまみ（2018）に登場すると思われる人物
が検索結果に現れたが、この人間関係は子ど
もと母親と記録されている。これは一体どう
いうことなのだろうか。

２　“Suetaro Oikawa”の記録について
　この疑問を解くために、図１に登場する
“Suetaro Oikawa”の記録を調べてみた。
　検索結果は図２である。資料のタイトルは
“Registration Card”,すなわち「登録カード」
となっている。これは第二次世界大戦時の徴
兵のための登録であり、45歳から64歳までの
者の登録の様式である。作成時点は1942（昭
和17）年となっており、米国国立公文書館に
保管されている。
　登録されている名前は“Suetaro Oikawa”、
住所はイリノイ州シカゴ市エリス街2944（マ
マ）番地、年齢61歳、誕生日1881（明治
14）年４月12日、出身地“Ohasama Iwateken 
Japan”すなわち「日本国岩手県大迫」と書
かれている。職業は“Works  for self-rooming 
house”,すなわち「自営業、宿泊所」と記録さ
れている。
　さらにこの人物を調べてみたところ、図３
と図４の結果を得た。これらの図は1924（大
正13）年６月14日、横浜を出港し米国ワシン
トン州シアトルに６月27日に到着したKAGA 
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MARU という船舶の乗船者名簿の一部で、
この名簿の１行目と２行目にOikawa Suetaro 
と Oikawa Yasu の名前が見えるので、その
部分を切り取って拡大したものである。図３
によれば Suetaro は年齢45歳３カ月、職業欄
には「ホテル」とあり、Yasu は年齢23歳２
カ月、妻と書かれている。また、図４によれ
ば二人の旅費は合計300ドルであり、Suetaro 
が全額支払っていること、Suetaro は1898年
５月から1924年５月までイリノイ州に滞在し
ていたことが記されている。図４の２行目、
Yasu Oikawaの 欄 に は“TOGETHER WITH 
HUSBAND”，すなわち「夫と一緒」と書か
れており、明らかに二人は一緒に乗船してい
る。
　先に示した図１、また、これら図２、図３
の記載から“Yasu Ohata”は“Suetaro Oikawa”
と結婚し、“Oikawa”の姓となり、その息子が
“Shuichi Oikawa”だった、と判断する。よって、
以下、“Yasu Ohata”は及川姓に変わって「及
川ヤス」、“Shuichi Oikawa”は「及川修一」と
記すこととする。

３　シカゴでの生活の記録について
　さて、彼らのシカゴ生活はどのようなもの
であっただろうか。
　図１から３までの資料から、Suetaro は宿
泊に関係する仕事を営んでいるように考えら
れる。そこで試みに「及川旅館　シカゴ」と
いう検索語でインターネットを検索したとこ
ろ、1930（昭和５）年に発行された『欧米大
学生活』という書籍に行き当たった。この書
籍は国立国会図書館でデジタル化されてい
るので、これを閲覧したところ、この書籍
の355ページに「及川旅館（Oikawa Rooms）
2949 Ellis Avenue, Chicago」と紹介されてい
ることを確認した。この及川旅館の住所は図
１にあるSuetaro Oikawa の住所と一致する。
　次に「及川旅館」の検索語によって、スタ
ンフォード大学の邦字新聞コレクションを検
索してみた。その結果、1919（大正８）年４
月11日付けの『日米新聞』８ページに広告が
掲載されていることを確認した。この新聞は
サンフランシスコで発行されている邦字新聞
である。広告内容は「シカゴエリス街2951 （マ
マ）御報次第停車場へ出迎致候　電話ダグラ
ス5959　及川旅館（労働口懇切周旋）」と書
かれてある。この記事から始まって1934（昭
和９）年１月１日付け『日米新聞』まで合計

211件の広告が掲載されていることを確認し
た。これらのことから大正から昭和にかけて、
及川旅館は米国の日本人社会ではよく知られ
た宿泊施設であったと考えられる。もちろん
シカゴでもそうだったであろう。また、長期
継続的に新聞広告を掲載していることから業
績も順調であったと推測する。
　ところでこの及川旅館の建物はどのような
ものであっただろうか。後述する米国国立公
文書館に保存されている“Suetaro Oikawa”の
資料に第三者が書いた建物の概要が次のよう
にあった。
　「対象家屋は３階建てで、白い石の正面玄
関と地階がある。（中略）備え付けの家具は
あまりなく、正面のドアの内側から直接上階
へ上る階段がある。１階には地下へ通じるド
アがある。後ろのドアは庭と小道に続き、家
屋の後ろはイリノイ中央鉄道線路の西側約
200フィート（注：約60.96メートル）の位置
にある。２階は推定では寝室として使用され
ている。」
　当時の米国と日本の文化の違いや国力の差
を考慮する必要があるが、花巻の住宅事情よ
りはるかに恵まれている印象を受けないだろ
うか。

４　家族を襲う悲劇
　大迫からシカゴに移住して事業を起こし、
結婚をして子どもに恵まれたSuetaroの家族
であったが、記録からはこの後数々の悲劇が
家族を襲っていくのがわかる。
　及川修一の出生証明書を入手したクック郡
書記官事務所で再度情報を検索した結果が図
５である。これは”及川ヤス」の死亡標準証
明書である。
　この記録によると及川ヤスは1927（昭和
２）年４月13日午前５時に死亡している。ま
た、Suetaro が前年の1926（昭和元）年11月
30日から死亡に至るまでヤスに付き添ってい
たと書かれている。この付き添っていた期間
の始期は修一の誕生後わずか３か月後である。
そして、その死因は“Mitral stenosis, Cardiac 
insufficiency”とあり、すなわち「僧帽弁狭
窄症、心不全」、更にその誘因として“Acute 
dilatation of heart”、すなわち「拡張型心筋症」
と記されており、佐藤勝治（1984）やそれを
ベースにしている澤口たまみ（2018）で死因
としている「結核」とは書かれていない。（こ
の解読には花巻市教育委員会学校教育課外国
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語指導助手スーザン・タートさんの多大なる
協力を得た。）
　ともにアメリカに来てわずか２年10か月で
Suetaroは妻ヤスを失い、その後一人で修一
を育てることになるが、さらなる悲劇が彼を
襲う。それは修一の死である。
　クック郡書記官事務所の記録によると修一
は1929(昭和４)年４月２日、“Acute Miliary 
Tuberculosis”、すなわち「急性粟粒結核」で
死亡した。わずか２歳であった。ただ、この
死因のとおり、米国では結核性の病気はその
とおり正確に書かれていることに留意したい。
　こうして相次いで家族を失ってしまった
Suetaro だが、家族の健康に気を配っていた
ことが伺える事項が図１と図５にある。それ
はそれぞれの証明書に署名をしている医者
の名前である。医者の名前は Yutaka Oyama 
である。この医師を当時の新聞で検索したと
ころ、1930（昭和５）年２月22日のシカゴト
リビューンに記事が掲載されていた。記事に
よると Yutaka Oyama 医師は大阪大学を卒
業後、スタンフォード大学へ進み、ベルリ
ンとパリの医療経験を有し、ロヨラ大学の
腹部外科教授を務めたことがわかった。ま
た、住所は3613 Ellis Avenueと書かれており、
Suetaro Oikawaの住所と近接している。この
ことから日本人の優秀な医師で近傍地にすむ
Yutaka Oyama 医師に言わばホームドクター
を依頼していたと思われる。そこまで配慮を
していたにもかかわらず妻と子どもを失った
Suetaroの絶望は想像を超えるものである。

５　Suetaro その後
　先に及川旅館の建物の概要を引用した
資料は米国国立公文書館所蔵の“Japanese 
Internee Card for Suetaro Oikawa”、すなわ
ち「Suetaro Oikawa に関する日本人抑留者
カード」という記録である。この資料はデジ
タル化されていないものなので、個別に請
求したところ、この資料にはSuetaro Oikawa 
を調査した“Federal  Investigation Bureau”、
すなわち「連邦捜査局」つまり、ＦＢＩの捜
査資料が添付されていた。
　この日本人抑留者カードの内容であるが、
この資料は1943（昭和18）年７月５日に作成
されたＦＢＩレポートに基づいており、カー
ドには「対象者の住居の捜索が行われた。禁
制品は発見されなかった。破壊活動の証拠は
なかった。更なる捜査は行われなかった。」

と書かれている。よって、Suetaro Oikawa 
は抑留を免れた。
　なぜＦＢＩはSuetaro を捜査したのだろう
か。レポートによれば当時及川旅館には複数
の日本人が居住しており、定期的に親日本活
動が行われていたと記録されている。この情
報は“T1”と称する極秘の情報提供者によって
もたらされ、その結果捜査が行われている。
太平洋戦争中、在米日本人が当局の厳しい監
視下におかれていたことがよくわかる文書で
ある。
　さて、ここで米国の資料から離れて日本の
資料を紹介する。国立公文書館アジア歴史資
料センターに「及川末太郎」という人物に関
する資料２点がある。
　１点目は「第二次邦人乗船候補者リスト」
というもので、シカゴＫクラスという分類の
ところに及川末太郎、職業、日本食料品店、
と書かれている。２点目の資料は「第二次日
米交換予備リスト」というものでシカゴＥク
ラスという分類のところに、及川末太郎、職
業、日本食料品店、と記入されている。
　「及川末太郎」と“Suetaro Oikawa”の両者
はともにシカゴ在住であるが、両者は同一人
物なのだろうか。
　1939（昭和14）年に新世界朝日新聞社が
発行した『新世界朝日年鑑』の641ページに
当時のシカゴの会社等のデーターが記され
ており、「及川日本品商会　Oikawa Co. 2949 
Ellis Ave. Vic. 3059」とある。この住所は
先に見てきた及川旅館の住所であり、かつ、
Suetaro Oikawa の住所でもある。実はＦＢ
Ｉレポートには「対象住宅の地下で日本の食
品を扱っていた。」とあり、これらのことか
ら“Suetaro Oikawa”と「及川末太郎」は同一
人物であると判断する。（よって以下、「及川
末太郎」と記す。）
　さて、その後及川末太郎はどのようになっ
たのだろうか。大内健二（2004）に、及川末
太郎がその候補者リストに掲載されていた第
二次抑留者交換の様子が次のように書かれて
いる。「帝亜丸は1943年９月24日に横浜港を
出港、途中上海港、香港に寄留し、日本から
の乗船者と合わせて1345名という多数の抑留
者が乗船して交換地に向かった。（中略）今
回の交換地はロレンソ・マルケスは使われず、
同じポルトガルの領土であるインド西岸のゴ
ア近くのマルマガオ港が選ばれた。帝亜丸は
10月18日にマルマガオ港に到達したが、この
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地にすでに到着していた前回と同じグリップ
スホルム号で運ばれてきた邦人抑留者は実に
1525名に達した。」（p161）
　これまでのところ及川末太郎の死亡記録は
米国では見つかっていない。そうするとこ
の邦人抑留者1525名の中に及川末太郎がいて、
日本に帰国した可能性があるが、抑留者交換
に関する資料が乏しく、調査はここで止まり、
彼の消息は第二次日米交換予備リストに搭載
以降不明となっている。
　本報告の後半部では米国と日本の公文書か
ら及川末太郎の記録を追ってきたが、若くし
て大迫から米国に渡り、事業を起こして太平
洋戦争中まで敵国外国人として米国で暮らし
た人物がいたとは大変興味深く、その労苦は
想像を超えるが、ＦＢＩの捜査をかわして抑
留を免れるような波乱万丈の生き方は痛快で
さえある。1924年移民法、日本では排日移民
法と呼ばれる米国の法律が1924（大正13）年
７月１日から施行され、日本からの移民が困
難となる直前の６月27日、ヤスとともに無事
米国に到着したときの喜びはいかばかりだっ
ただろう。そして、子どもを授かった喜びの
あと、半年もの間、ヤスの心臓の病に夫婦二
人で闘病していたときの心境はどのようなも
のであっただろうか。因みにヤスの命日は末
太郎の誕生日翌日の早朝である。
　佐藤勝治（1984）が「まるで不似合な結婚
を承諾して、アメリカへ行ってしまった。」
（p498）と描写して以来、二人の結婚を「不
似合で不憫な結婚」といった形容をしている
著作物があり、インターネット上の書き込み
でも同様の内容が散見される。しかし、公文
書から垣間見える及川末太郎の生涯は非常に
魅力的であり、家庭生活も同様である。及川
末太郎、ヤス、修一の名前とその存在は、米
国公文書記録のローマ字表記だったが、その
後の検証によって元々の漢字表記となった。
家族３人の名前が故郷花巻市の発行する印刷
物にそろったことを喜び、本報告を終わりた
いと思う。
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　https://www.jacar.go.jp/　2019年２月８
日アクセス

・新世界朝日新聞社（1939）『新世界朝日
年間』

・大内健二（2004）『商船戦記』光人社
・佐藤勝治（1984）『宮沢賢治、青春の秘
　唄“冬のスケッチ”研究＜増訂版＞』十字
屋書店

参考文献
・簑原俊洋（2016）『アメリカの排日運動
と日米関係』朝日新聞出版

ある花巻出身者たちの渡米記録について
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図１ Shuichi Oikawa 出生証明書　出典　Cook County Clerk’s Office 

図２ Suetaro Oikawa 登録カード　出典　Fold3
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ある花巻出身者たちの渡米記録について

図３　乗船者名簿（拡大）出典 Ancestry.com

図４ 乗船者名簿（拡大）　出典　Ancestry.com
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図５ Yasu Oikawa 死亡証明書　出典　Cook County Clerk’s Office
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